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第 1節 ス トー リー テリングとは
ス トー リー テリング (storytening)は、「物語を語る」活動である。「物語を語る」とい
う活動は、人間が言葉を獲得したとき、あるいはその直後から、ずつと人間の歴史の中で
行われてきたと考えられている。そのため、「物語を語る」活動は非常に多様であり、語ら











て行われてきた「物語を語る」活動とし、まず、ス トー リー テリングという「物語を語る」
活動の特徴を明確にする。
ス トー リー テ リングは、図書館活動の中では、児童サービスとして読書への導入を図る
目的で行われた。そのため、ス トー リーテリングは、語られる物語と語られる技法が、他
の「物語を語る」活動とは異なる活動となつた。ス トー リー テリングでは、読書への導入
を図るため、本の中から物語が選択されてきた。特に、その物語の文学性が重視されるこ
ととなつた。また、本を読むことへの導入として、言葉を書かれたままに語ることが行わ
れている。声色を用いたり、身振り。手振 りを伴 うような演技や大げさな語 り方は、物語
よりも、その語り方や語つた人物に興味が集中してしまうことから、物語に親しみ、読書











明らかにし、幼児期にス トー リー テリングが果たしうる役割を導くことを目的とする。
ス トー リー テリングは、欧米の図書館における児童サービスの活動の一つとして1900年
ごろから行われてきた。日本においても、図書館活動における児童サービスの活動のひと



























ーリーテリングがどのような体験となっているかを検討する。特に、ス トー リー テリング
は、文学的な物語を語る活動であり、他の「物語を語る」活動とは異なる体験を幼児にも




にス トー リー テリングが果たしうる役割を検討する。
第3節 章の構成
本研究は、ス トー リー テリングがもたらす幼児の想像的体験について考察することを目
的としている。






開と現状を概観 し、日本におけるス トー リーテリングの活動の独自性を検討する。その上
で、現在行われているス トー リー テリングの実践を検討し、ス トー リー テリングという「物
語を語る」活動の独自性を明らかにする。








第 3章では、ス トー リー テリングを通して、子どもがどのような体験を行つているのか
を検討する。子どもを対象としたス トー リーテリングの実践では、言葉の発達、想像力の
発達、人間関係の発達が、意義としてあげられることが多い。まず、言葉の発達について
は、ス トー リー テリングの体験を通した言葉の発達における効果を、フレーベルの言葉の
教育との関連から検討する。次に、想像力の発達については、ヴィゴツキーの想像と経験
の関係から、ス トー リー テ リングにおける言葉の体験がもたらす想像的体験について検討
する。




5歳児を対象として、ス トー リー テリングと視覚的な刺激のある絵本の読み聞かせを比較
する実験を行い、検証した。
第 5章では、第 4章で検討した「一体化」に基づくス トー リーテリングにおける想像的
体験について、4歳から8歳の子どもの特徴を検討する。9歳以上の子どもは、言葉の発
達、中でも識字の獲得がもたらす思考の発達によつて、それまでとは異なる想像的体験を




1松岡享子『お話を語る』日本エディター スクー ル出版部 1994 p.125
第1章 ス トー リー テリングの 「物語を語る」活動における位置づけ
第1節 「物語を語る」活動の起源と発展 一語ることから文学ヘー
1 「物語を語る」活動の起源 一文字の出現以前一






トー リー テ リングは、図書館で行われてきた狭義の「物語を語る」活動を指す。ス トー リ
ーテリングは、「物語を語る」活動の一形態であるが、語られる「物語」として文学を取り
上げる活動である。「物語を語る」活動の展開と文学との関係を検討し、ス トー リー テリン
グの「物語を語る」活動としての特徴を明らかにする。
「物語を語る」活動の起源は、歌に近いものであつたと考えられている。
アメリカの図書館学においてス トー リー テ リングを「民族芸術」と位置づけて研究 。普








にス トー リー テリングについて研究・指導を行つているエリン・グリー ンは、ス トー リー
テリングの本質を探究する中で、「人間というものは本来的に、自分の思いや経験したこと
を、お話にして人に伝えないではいられない本能をもつている」と述べている0)。日本にお































































































































Storytelhng Fest市al)」であろう(lo)。これは、「プロのス トー リー テラー」が集まり、子ど
もも大人も対象とした「物語」を聞くお祭 りであり、それ以来毎年催され、現在でも大変










4 「物語を語る」活動の変遷とス トー リーテリング
本研究で考察するス トー リーテリングは、図書館の児童サービスの活動から始められた

































































































































第2節 図書館活動におけるス トー リーテリングの始まりと展開
1 アメリカの公共図書館における児童サービスとしてのス トー リーテリング
ス トー リー テリングが図書館において始まったことは、「物語を語る」活動の流れの中で
は、ごく当然のことであった。図書館活動の中で、児童サービスが注目されるようになっ
てきたころに、ス トー リーテリングは始められた。図書館で生まれたス トー リーテリング
の起源と展開を概観する。















1900年にはイギリスのマ リー ・シェドロックを招いてス トー リー テリングの講義を行 うな
ど、普及に努めた。ほかにもキャロライン 。バークナイ ト、クレラ・ハントといった優れ
















このようにス トー リー テリングが児童サービスの中で重要な活動とされていたため、ス




なつたリリアン・H・スミスがス トー リー テリングを行っていた。
現在でも、ス トー リー テ リングは、図書館の児童サービスとして行われ続けている。そ
の活動は多様化しており、移民の子どもの増加にともなって、異文化理解を目的とした「ス
トー リー アワー」が行われるなど、より幅広い 「物語を語る」活動となっている。また、
近年は、幼い乳幼児へのサービスも重視されるようになってきており、「ス トー リー アワー」
のプログラムでは、ス トー リーテリングではない活動を中心としたものも多い。9歳以上
の子どもに向けた「ス トー リーアワー」のなかには、「プロのス トー リー テラー」に依頼し




2 日本へのス トー リー テ リングの導入と発展
アメリカの図書館で普及していたス トー リーテリングが、最初に日本に紹介されたのは
1908(明治 41)年のことであったとされる。この年、『図書館雑誌』第2号に「米国図書
館に於ける `談話時間'」 という記事が載り、その中でアメリカのス トー リー テリングの実
情が伝えられた。それは、ごく簡単なものであり、ス トー リーテリングという言葉も用い
られなかつたが、「児童の為に談話をなして聴聞せしむること」とス トー リー テリングを説
明し、その目的や題材などについて紹介していた。その後 1911(明治44)年にも『図書館

































もス トー リーテリング (おはなし)が重要な活動の一つとなっていった。また、松岡享子
は、石井桃子等とともに、1974年に財団法人東京子ども図書館を設立し、そこで定期的に
「お話の講習会」を開き、児童図書館員や文庫活動を行う母親たちに、ス トー リーテリン














られているが、そのうち、3872の文庫への調査(18)の結果、746の文庫でス トー リー テリン
グ (お話)力｀行われている。1983年の調査と比べると、ス トー リー テリング (お話)を行
う文庫の率は増加していることが明らかにされている。




















そして、このようなス トー リー テ リング本来の活動は、現在、日本において、そもそも
の形態に近い形で行われている。アメリカでス トー リーテリングを指導してきたエリン・
グリーンは、日本で「お話の勉強会」を体験した際に、そこで行われていたス トー リーテ
リングを「ス トレー トス トー リー テリング」と表現し、絶賛した(19。日本において、もと





いう「ス トレー トス トー リーテリング」、日本において続けられてきた、本来のス トー リー
テリングについて、考察していきたい。
第3節 文学の体験としてのス トー リー テリングの独自性
ス トー リーテリングは、以上のような流れの中で成立してきた。それでは、他の「物語
を語る」活動とは、どのように異なつているのだろうか。日本においてス トー リーテリン
グの質を保ち続けてきた間崎ルリ子、松岡享子のス トー リー テリングに対する考えを中心
に、実践者たちの記述を分析し、ス トー リー テリングの独自性を検討する。
ス トー リー テ リングは、語り手と聞き手と物語の3要素から成立している。そこで、こ
の3要素について、実践者たちの記述を分析し、他の「物語を語る」活動とも比較を行い
ながら検討する。
1 ス トー リー テリングにおける語り手の特徴
ストー リー テリングを行うにあたつて、語り手が行うべきことは4点ある。それは、①



































て物語を自らのものとしていたと考えられる。ス トー リー テ リングの語 り手は、そのよう
な語り手が物語を自らのものにしたのと同様に、物語を自分のものにすることを求められ


































という「物語を語る」活動を行 う際には、声色や身振り手振 りなどの演出を行 うべきだと





館におけるス トー リー テリングのスタイルと「プロのス トー リーテラー」のスタイルを対
比してとらえているOD。図書館員の行うス トー リー テリングは、「少人数の子どもを対象と
し、手ぶり、身ぶりが少なく、あっても自然な感じのものである」とし、プロの行う「物
語を語る」活動は 「多くの人数を対象にし、演劇的な要素をもつており、舞台姿が聞き手
にアピールするものである」としている。つまり、「プロのス トー リー テラー」が行う「物







































































リングで語るのに適当な物語となりうる。ス トー リー テリングで語られる物語の条件とし
ては、文学であることと、物語が語られる際に聞き手が物語を体験できるような適切な言
葉の表現を持っていること、この2点が重視されているのである。




















































































3 ス トー リーテリングにおける聞き手の特徴














ユーラリー 。S・ロスは、聞き手である子どもたちに、「ス トー リー を聞く」技術が必要






年齢向けのス トー リー テリングを行うことを薦めている。
ロスがス トー リーテリングの対象と考えたのは、5歳以上の子どもであつたが、それ以




歳児を対象にス トー リー テリングを行つているとは言えないが、3歳からのプログラムは、
アメリカの公共図書館で見られるプログラムのたて方であり、絵本の読み聞かせが行われ
ることも多い。シア トル図書館の「お話会」では、ス トー リーテリングだけでなく、人形
劇を含めた、さまざまなプログラムが行われている。しかし、その中で2歳児向けのプロ






















ス トー リー テリングは、だいたい4歳頃から楽しむことができるようになると考えられ
る。一方、7, 8歳以上になると、子どもは、文字を読むことに習熟し、読書を始める。
文学を自ら読む体験を始めた子どもには、ス トー リーテリングは、 7, 8歳以前とは質的
に異なった体験となることが予想される。自ら一人で文学における想像を行っていくこと

























































5 ス トー リーテリングの特徴 ―活動方法と子どもへの効果―
(1)ストー リーテリングの活動方法の特徴
ス トー リー テリングの活動は、以下のようにまとめられる。



















リーテリングが子どもにもたらす影響を分析し、「物語を語る」活動の中でのス トー リー テ
リングの特徴について子どもへの効果の観′点から検討する。
① 松岡享子の考えるス トー リー テリングの効果
松岡享子は、日本にス トー リーテリングを導入した図書館員の一人である。松岡は、児
童図書館の普及にいそしむ中で、ス トー リーテリングの実践を重ねてきた。また、ス トー
リーテリングの指導者として多くの語 り手を育成してきている。松岡は、その実践を通し
て、子どもへの効果を網羅的にとらえている。
松岡は、ス トー リーテリングという言葉が、多くの人に目新 しいものと受け止められ、
そのためにス トー リーテリングの本質が伝わらないことを恐れて、ス トー リー テリングを

















松岡は、子どもは、ス トー リーテリングにおいて「ことばだけを頼 りに、自分の想像力
を働かせて物語を絵にしていく作業」(50)をしなければならないと指摘する。確かに、ス ト
ー リー テリングでは、自らイメージを創 りだしていかなければならない。また、そのイメ
ージを物語の展開に合わせて、動かしていかなければならない。これは、聞き手にとつて、
想像力を育てる重要な活動となると言えよう。聞き手が自分から積極的に想像力を働かさ




を築き上げていくことは難しい。松岡は、子どもの想像力をス トー リー テリングの体験を
可能とする想像力と、ス トー リー テリングによつて発展する想像力に分けてとらえてはい









































































以上のような、松岡享子のあげるス トー リーテリングの効果が、図書館においてス トー
リーテリングを子どもに行 う効果としてまとめられているもののほとんどを含んでいる。
以下では、松岡が取り上げていない、その他の効果について、検討する。
② 図書館活動であげられるス トー リー テリングの効果
第一に、松岡と同様、児童図書館におけるサービスの意義として、ス トー リー テリング
の効果をまとめた辰巳義幸を取り上げる (52)。辰巳の言うス トー リー テリングの活動は、本








は、ス トー リー テリングを何度も聞くうちに、それを楽しむためには、「余分な行為を省き、
おはなしに神経を集中させなければならない」ということが、子どもに分かつてくるとい
うことである。「聞き手」である子どもが、自らス トー リー テリングに参加し、積極的に聞










第二に、アメリカの図書館において、ス トー リー テリングの実践を続けるスペンサー・
G・ショウをとりあげる。
ショウは、図書館の「お話会」において、ス トー リーテリング以外にも、紙芝居や人形























ろん、ス トー リー テリングは、昔話のみを語る活動ではない。昔話だけではなく、「現代の
物語」も、新たに伝えていくものである。
ショウは、ス トー リー テリングの効果の中に、文化を伝えるという物語の内容に踏み込
んだ効果をあげているのである。これは、図書館における「語る」活動であるス トー リー
テリングに限定されるものではない。
「文化を伝える」というス トー リーテリングの効果は、マーガレット・ リー ド・マクド
ナル ドも指摘している。マクドナル ドは、民俗学者であるが、自分自身でス トー リーテリ
ングを行い、教員養成プログラムにおいてス トー リー テリングを教えている。彼女は、親
32









































<1>は、ス トー リー テリングの本来の目的であり、年齢に関わらず目的とされている。く2>
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44マーシャ・ブラウン『三びきのやぎのがらがらどん』瀬田貞二訳 福音館書店 1965









54伊藤峻他『ス トー リー テリングの実践―スペンサー・G・ショウ連続講演―』
日本 図書館 協 会  1999 p.50
55MacDONALD,Margaret Read ttbθノbraJ′b θuゴごθ"Sめ
“
θ2■g Harper C01lins
Publishers  1995 p.3
56竹内哲 前掲書 p.50
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第2章 幼児教育におけるス トー リー テリング
第1節 フレーベルの「お話」とス トー リー テリングの共通性
1 フレーベルの「お話」の活動とス トー リーテリングの類似
「物語を語る」活動が発展してきた中で、文学という言葉で表現された芸術が生まれて
きた。文学作品を収集し、評価し、次世代へと提供してきた図書館において、文字に習熟






における児童サービスの一環としてス トー リー テリングに携わった図書館員のなかには、
フレーベル教育の幼稚園で勤務した後に、ス トー リーテリングを始めたものもいた。ス ト



































いる。そして、フレーベルが物語に求めているものは、ス トー リー テリングで語られる「物
語」に求められる、文学としての精神性と非常に近いように思われる。
第二の役割である、「その生命を、そっくりそのまま、少しも損なわずに、再現するとと
もに、しかもその生命を、現実に現れる生命を、超えて立つ」ことも、ス トー リー テ リン
グにおける「語る」活動と重なる点が多い。まず、「お話」では、物語の「生命」を、「少















































興味を探ることができるのである。ス トー リー テリングにおいては、子どもたちにとつて
身近なことへと結びつける導入を行ったり、作品を創るといつた発展を促すことはない。




で、ス トー リー テリングで語られた「物語」を展開させていく。

































































































































































































































様と風 (絵話)、 天狗征伐 (人形劇)、 ヘンゼルとグレーテル (人形劇)、 浦島太郎 (人形劇)、
六四歯の話 (談話)、 私の小さい時 (談話)」 などで、「物語」は人形劇などで見せて体験さ
せ、身辺、生活のことを「談話」で行っていたという傾向が伺える。
大正末期に、倉橋惣三は、文部省から派遣されて欧米各国を視察し、ニューヨーク中央

































































































































































































































とができるのである。これは、間崎ルリ子が、ス トー リー テリングは「子どもに一つの人
生を生きる機会を与え、それによって子どもは無意識のうちに、生きていく上での励まし














































だ、「語る」方法は、ス トー リー テリングと異なっている。「読み聞かせ」は、まさに読む






のねらいは、ほぼ「ス トー リー テリング」と同様である。









ーテリングを取り入れている保育所・幼稚園も多い。幼児教育において、ス トー リー テリ
ングが果たしうる意義と効果について考察する。
2 ス トー リーテリングの効果

























3点において、ス トー リー テリングは、独自の効果をあげるのではないだろうか。
(注)
1フレー ベル『人間の教育 (下)』 荒井武訳 岩波書店 1964 p.160～170
2ソー ヤー,ルー ス『ス トー リー テラーヘの道』池田綾子他訳 日本図書館協会 1973 p.65
(SAWYER,Ruth ttθ爾″ 6√泌θs"″tθ巖9r Viking Press 1962)
3間崎ルリ子『ス トー リー テリングー現代におけるおはなし―』児童図書館研究会 1987
p.7
4間崎ル リ子 前掲書 p.65
6間崎ル リ子 前掲書 p.





















第3章 ス トー リーテリングを通して幼児が体験するもの
第1節 音声としての言葉の体験と物語体験
1 フレーベルの言葉の発達とス トー リー テリングの関係性
ス トー リーテリングが子どもの中に育む力として、言葉の力、想像力、人間関係の体験










































(2)フレーベルの言葉の発達におけるス トー リー テリングの意義
フレーベルが「お話」の対象とした「少年期」の子どもの言葉の発達と、ス トー リーテ
リングの関係を考察する。






















言葉の発達におけるス トー リー テリングの意義は、言葉と対象が分離された体験を得ら
れることと、言葉によつて自らの内面に結びつく対象を得られることといえよう。































































































































とばへの移行期」としている(7)。ス トー リー テリングの主たる対象である4歳から7歳の子
どもたちは、この時期にあたる。
(3)一次的ことば・二次的ことばとス トー リー テ リング
以上で見てきたように、一次的ことばと二次的ことばは質的に大きく異なつているので
































語 り手に微妙なフィー ドバック効果をもたらす。語 り手は、聞き手の反応を受け止め、そ
れを手がかりとして、語り方や言葉の進め方を変化させたりするのである。一次的ことば




ス トー リー テ リングは、声で表現する活動であり、「話しことば」を媒体としている。ス

























るス トー リー テ リングは、二次的ことばの習得への困難を軽減することができると考えら
れる。一次的ことばから二次的ことばへの移行期にある4歳から7歳の子どもたちにとつ















3 言葉の発達に関連する諸側面とス トー リー テリング
言葉の発達の過程にそつて、ス トー リーテリングの意義を考察してきた。以下では、言
葉の発達と関連するいくつかの問題とス トー リー テリングの関係をとらえる。
(1)語彙の発達とス トー リー テリング




















子どもたちの未知の語が、ス トー リー テリングを通して提示されるのである。
























































では、このような効果は、ス トー リー テリングに独自のものであろうか。
まず、ス トー リー テリングに非常に近いとされる本の読み聞かせについて考えてみたい。
読み聞かせは、文学を、声によって表現し、それを語 り手と聞き手が、ともにその場にい



































1 ス トー リーテリングにおける想像力と経験
(1)想像力と経験
ス トー リー テリングにおいて、子どもは物語を自らイメージしていかなければならない。
そのため、ス トー リー テリングの体験の実践を通して、子どもたちの想像力が育つといわ
れている。耳から聞く言葉によつて、自らイメージをつくりだしていかなければならない
ス トー リーテリングは、確かに子どもたちの想像力を必要とする。ある程度言葉をもとに






















































































(9 ス トー リーテリングにおける想像と経験
ス トー リー テ リングにおいては、想像と経験の四つの統合形態は、どれも体験されるこ
ととなる。
第一の統合形態は、ス トー リーテリングを体験する子どもの想像そのものの活動といえ
る。そもそも、ス トー リー テ リングで語られる物語の様式のあり方も、想像と経験の第一
の統合形態の現れの一つと考えられる。実際に、第一の統合形態の例としてヴィゴツキー
は「おとぎばなし」を取り上げている。「おとぎばなし」も文学の一様式であり、ス トー リ









































実の物として、子どもにありありと感じ取られる。ス トー リー テ リングは、文学という言
葉による芸術を、声で表現する芸術的体験である。そのため、この第二の統合形態は文学
を語るス トー リーテリングにおいて、特に重要な形態となる。コルネイ・チュコフスキー











































にとつて、ス トー リー テリングは、多様な経験とそれに基づく想像をそれぞれに体験でき、
それを発展させていく活動になりうる。
2 物語における想像から育まれるもの



























繰 り返し、人生におけるさまざまな葛藤に備えていくと考えられる。ス トー リーテリング
の実践の中では、このように子どもが生きていく上で求める根元的な欲求をス トー リーテ
リングは満たすことができると考えられてきた。
また、ス トー リー テリングは、「聞き手の心に神秘の念や、不思議の念、生命に対する畏
敬の念」をかきたててくれるとエリン・グリー ンは述べている(20。グリーンは、人間の精





















につながることは、数々の実践の中で、述べられている。エリン・グリー ンはス トー リー
テリングを「経験の分かち合い」と呼んでいる(29。これは、ス トー リー テリングが物語と
いう他者の経験の分かち合いであるということと、加えて、語 り手の経験、聞き手の経験
も意味していると思われる。












































とが求められる。その中で、ス トー リー テリングは、新たなコミュニケーション文脈への
参加を楽しく行うことができる活動なのである。
(注)
1フレー ベル『人間の教育 (下)』 荒井武訳 岩波書店 1964 p.119

















18内田伸子『子どものディスコー スの発達』風間書房 1997 p.74
19間崎ルリ子『ストー リー テリングー現代におけるおはなし―』児童図書館研究会 1987
p.67
20ヴィゴツキ 『ー子どもの想像力と創造』新読書社 2002 p.11
21ヴィゴツキー 目1掲書 p.18
22スミス, L・H『児童文学論』石井桃子他訳 岩波書店 1964 p.221
(SMITH,Linian H ηbθこ乃」 口θ″コιンひ′」隠 Amencan Library AssOciat■on 1953)
23コルウェル,アイリー ン『子どもたちをお話の世界ヘーストー リー テリングのすすめ―』
こぐま社1 1996 p.24
(COLWELL,E■een S"り′″θ」畳bg The Bodley Head 1980)
24チュコフスキー,コルネイ『2歳から5歳間で』樹下節訳 1970
25ヴィゴツキー 前掲書 p.24
26ベッテルハイム,ブルーノ『昔話の魔力』波多野完治他訳 評論社 1978 p.21
27ネズビット,エリザベス
28グリー ン,エリン『ストー リー テリング その心と技』芦田悦子他訳 こぐま社 2009
p.25
(GREENE,Ellin  Sね野te■ttngИπ&■α,コ」α″θ Libraries Unlimited 1996)
29グリー ン 前掲書 p.80
30小河内芳子『児童図書館と私 (上)』 日外アソシエーツ 1981 p.144
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第4章 ス トー リー テリングにおける「一体化」の体験
第1節「一体化」とは
1 ス トー リーテリングにおける「一体化」の体験
ス トー リー テ リングにおいては、それぞれの経験に基づく重層的な想像の活動がなされ
ていると考えられる。その際、ス トー リーテリングを聞いている子どもの活動として、登




























































































第2節ス トー リー テリングにおける「一体化」の調査 1
1 ス トー リーテリングにおける物語体験と絵本の読み聞かせ
ス トー リー テ リングにおいては、聞き手である子どもが、自らを主人公と重ね合わせる
「一体化」が起こると考えられる。そこで、実際に、ス トー リー テ リングにおいて、どの
ような物語の体験が行われているのかを検討するために調査を行つた。その際、ス トー リ
ーテリングと同様に、文学として評価される絵本の読み聞かせの物語体験と比較を行つた。



























A組でス トー リー テリング、B組で絵本の読み聞かせを行つた。両クラスとも担任教論
が調査時までに『三びきのやぎのがらがらどん』を読み聞かせたことはなく、またス トー
リー テ リングで行つたこともない。語り手 (読み手)が調査以前に2度ずつ、各クラスで
ス トー リーテリングと絵本の読み聞かせを行い、クラス間で活動時の反応に大きな差違が
ないことが確認された。語 り手ともなじみ、ス トー リー テリングや絵本の読み聞かせの活
動にもなれた様子が見られた。
インタビューの対象児は、調査以前に『三びきのやぎのがらがらどん』を見たことがな






























































































































ス トー リー テリングと絵本の読み聞かせの間の子どもたちの間く態度をビデオ記録から
分析した。それぞれの活動時の態度には違いが見られた。




























































































































































































つてゆくようであつた。ス トー リーテリングでは、子どもが語 り手に直接向き合い、物語
を自ら築いて、その体験を進めていくという、物語中心の物語体験がなされているのでは
ないだろうか。
また、ス トー リーテリングでは、物語は語 り手の中にあり、語 り手以外による物語の解
釈は明示されない。絵本のように画家が自らの感受性をもつて描いた物語の解釈が示され














れている場合、完全に自分を重ね合わせることは難 しい場合もある。ス トー リーテリング
においては、このような密接に主人公と重なり合うことがなされる。これが、ス トー リー
テ リングにおける物語体験の大きな特徴の一つであると思われる。











神戸市内の幼稚園の5歳児2クラス (A組21名、B組22名 計 43名)を対象として
2008年5月に行つた。調査時には43名中38名が5歳であった。
A組でス トー リー テリング、B組で絵本の読み聞かせを行つた。両クラスとも担任教諭
が調査時までに『 こすずめのぼうけん』を読み聞かせたことはなく、またス トー リーテリ
ングで行つたこともない。語 り手 (読み手)が調査以前に2度ずつ、各クラスでス トー リ
ーテリングと絵本の読み聞かせを行い、クラス間で活動時の反応に大きな差違がないこと
が確認された。語り手ともなじみ、ス トー リー テリングや絵本の読み聞かせの活動にもな
れた様子が見られた。
インタビューの対象児は、調査以前に『 こすずめのぼうけん』を見たことがないと本人
が申し出たものから担任教諭が選び、保護者に確認した。A組(ス トー リー テリング)で




『 こすずめのぼうけん』(ルー ス・エインズワース作 石井ツL子訳 堀内誠一絵 福音館







































































































































【図1】 ストー リー テリングにおける語り手と聞き手の関わり
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【図2】 絵本の読み聞かせにおける語り手と聞き手の関わり
ス トー リー テリングも、絵本の読み聞かせも、大人が声を通して同じように聞き手であ
る子どもたちと物語を分かち合う体験である。絵本の読み聞かせでは、絵本という「もの」
が語り手と聞き手との間に存在し、「もの」を介してのやり取りの楽しみも生まれる。子ど
もたちと物語を共有するという点においては、ス トー リー テリングと質的な違いが存在す
ると考えられる。








ス トー リー テリングと絵本の読み聞かせでは、こすずめの飛んでゆく環境の想像が異な
っていた。




































ス トー リー テリングと絵本の読み聞かせでは、展開の予測と主人公の心情の感じ方が異
なつていた。









































なる。ス トー リーテリングでは物語は語 り手の中にあり、語 り手以外による物語の解釈は
明示されない。絵本の読み聞かせの場合は、画家が自らの感受性をもつて描いた絵によつ
て、物語の解釈が示される。聞き手は、絵を手がかりに自らの内になかつた新たな体験を











































ス トー リー テ リングの技法も環境設定も、自分を登場人物と重ね合わせるのに適当な方
法である。










2間崎ルリ子『ストー リー テリング 現ー代におけるおはなし―』児童図書館研究会 1987
p.67









































石井桃子他訳 岩波書店 1967 p.45)
23リュティは、昔話の筋の運びにおける「はつきりしたつなぎ目」として「課題、禁止、
条件」などを示している。(『昔話の本質と解釈』野村訳 福音館書店 1996 p.443)
24瀬田貞二は、幼い子どもが楽しむ文学の構造として「行きて帰りし」物語をあげ、往還
103
構造を見いだしている。 (『幼い子の文学』中公新書 1980 p.6)
25間崎ルリ子『ス トー リー テリング』児童図書館研究会 1987 p.33
























































































自である。ス トー リー テリングで語られる物語は、図書館活動の中で行われてきた経緯か
らも、児童文学の中に求められることが多い。再話された昔話や作家による創作物語など
幅広いジャンルから選ばれるが、どのジャンルの物語についても、文学として成立してい








また、ス トー リーテリングにおける語 り方は、物語を自分の物とするまで読み込み、書
かれたことばを、ほぼそのままに語るものである。声色や身振り、演技を伴わず、語られ
ることばによって物語は表現される。ス トー リー テ リングでは、ことばに集中することが
できるような環境として「おはなしのろうそく」が灯されるなど、ことばが中心となる活
動となつている。









神戸市内の公立幼稚園の4歳児 1クラス (21名)と、公立小学校4年生 1クラス (38名)
を対象として、2008年2月に行つた。調査時には4歳児クラス 21名のうち、4歳児は5
名、5歳児が 16名であつた。どちらのクラスにも、語り手は調査時までに2回ス トー リー
テリングを行つており、ス トー リーテリングという活動にも、語 り手にもなじんだ様子が
見られた。


































































































































































4歳の子どもにおいては、ス トー リー テ リングは、登場人物との緊密な「一体化」の体
験であつた。それは、識字を獲得する前の子どもの体験であり、それ以上の年齢の物語体
験とは異なっている。4歳の子どもが、ス トー リー テリングにおいて物語を体験するとき、
登場人物と密接に重なり合い、「一体化」し、その視点から物語を展開させ、主題をくみと
つてゆく。
一方、8歳の子どもにとつてのス トー リー テリングは、聞き手としての自分も保ちなが
ら、物語の展開を予想し、さまざまな登場人物の視点を取りながら、その感情を推測する
など、物語の体験として質の異なる体験を行つている。
第3節 ス トー リーテリングにおける「一体化」と想像の体験






















2間崎ルリ子『ストー リー テリング 現ー代におけるおはなし―』児童図書館研究会 1987
p.67
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20Ruth Ainsworthムb″燿″石″腸 励θr物力sWili:am Heinemann 1951
114
21ストー リー テリングの語り手のための参考書においても、基礎となる物語の一つとして
あげられている。 (『お話のリスト 第3版』東京子ども図書館 1999)
22スミスは、文学的な質を決定するものとして「構成」作者の築く構成の確実さ、「考え」
作者の考えの質、「ことば」作者のことばの表現力、の三点をあげている。(『児童文学論』
石井桃子他訳 岩波書店 1967 p.45)
23リュティは、昔話の筋の運びにおける「はつきりしたつなぎ目」として「課題、禁止、
条件」などを示している。 (『昔話の本質と解釈』野村訳 福音館書店 1996 p.443)
24瀬田貞二は、幼い子どもが楽しむ文学の構造として「行きて帰りし」物語をあげ、往還
構造を見いだしている。 (『幼い子の文学』中公新書 1980 p.6)
25間崎ルリ子『ス トー リー テリング』児童図書館研究会 1987 p.33








1 ス トー リー テ リングの独自性


















ス トー リー テリングは、アメリカの図書館活動の中で生まれ、発展してきた。日本でも、
第二次世界大戦後アメリカの図書館学から導入され、展開されてきた。その後、アメリカ
のス トー リー テリングが変質していく中で、日本では初期の、最も素朴な形式でのス トー
リー テリングが行われ続けている。日本におけるス トー リー テリングを検討することを通
して、ス トー リー テリング本来の意義と効果を明らかにしていくことができよう。
図書館学において、子どもを対象としたス トー リー テリングの意義は、6点あげられる。
⑦ 言葉の発達を支える、② 想像力を育てる、③ 思考力を育てる、④ 人間関係を築く、


















































した結果、ス トー リー テリングが「一次的ことば」「二次的ことば」両方にまたがる性質を





























とが求められている。ス トー リー テリングの場は、このようなコミュニケーションのルー
ルを体験したことのない子どもにとって、身近な人とのコミュニケーションの文脈におけ
るルールとは異なるコミュニケーションルールを得られる体験となるのである。
4 ス トー リー テ リングにおける「一体化」
ス トー リー テ リングの実践を通して、子どもはス トー リー テ リングにおいて自分と登場
人物を重ね合わせる体験をしていると考えられてきた。その登場人物と自分を完全に重ね
合わせる体験を「一体化」とする。子どもたちは登場人物に重なり合い、自らの体験をも
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